
（毎月10日発行）

　　人口の動き

一11月1日現在一

男4，932（一10）

女5，019（±o）

計9，951（一10）
世帯数2，349（一1）

　　（）前月比較
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院（下　条）

所

所（土　市）

院（中　条）

11月の休日救急医一

14日山口医
21日千手診療
23日水沢診療
28日中条病
12月上旬の予定

至誠堂医院（西浦町）
池田医院（本町西）

5日

12日

　
川
西
高
校
の
「
緑
江
祭
」
は
、
た
い

へ
ん
に
ぎ
や
か
な
催
し
で
し
た
．

　
緑
江
祭
は
、
十
月
三
十
一
日
と
十
一

月
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
“
未
釆
へ
の
躍
進
”
と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
、
生
徒
た
ち
が
真
剣
に
考
え
、

企
画
、
演
出
し
た
と
の
こ
と
で
す
．

　
普
通
教
室
に
は
絵
画
や
書
道
、
体
育

館
で
は
音
楽
な
ど
と
、
芸
術
が
ふ
ん
だ

ん
に
味
わ
え
ま
し
た
．
一
方
、
特
別
教

室
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
喫
茶
店
や
ら

食
堂
が
立
ち
並
ぴ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の

食
欲
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
．

　
写
真
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー

「
吉
田
＜
ー
ん
」
で
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。



1”1””Illl””””II””川”1””””Ill”””””川1””II”””1”””””1”1””lll川”巳川””o””””””””II【2】””II””

鐙鋸馨懸

懸罎編

　
　
　
　
　
　
　
　
上
越
新
幹
線
利
用
の
方
が
使
え
ま
す

　
上
越
新
幹
線
が
十
一
月
十
五
日
に
開

通
し
ま
す
。

国
鉄
は
、
と
り
あ
え
ず
大
宮
－
新
潟

間
を
開
通
さ
せ
た
わ
け
で
す
が
、
上
野

－
大
宮
間
は
新
幹
線
リ
レ
ー
号
で
連
絡

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
浦
佐
駅
に
は
、
と
き
号
が
停
車
し
ま

す
。
上
野
ま
で
の
所
要
時
間
は
、
新
幹

線
が
一
時
間
二
十
六
分
、
リ
レ
ー
号
が

二
十
六
分
、
待
ち
時
間
の
二
十
一
分
を

A

　
合
わ
せ
る
と
二
時
間
十
三
分
で
す
。
川

　
西
町
か
ら
浦
佐
駅
ま
で
は
自
家
用
車
で

　
五
十
分
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か

　
ら
は
三
時
間
ち
ょ
っ
と
で
東
京
へ
行
く

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
川
西
町
で
は
、
上
越
新

　
幹
線
を
利
用
さ
れ
る
方
の
便
宜
を
考
え
、

　
浦
佐
駅
東
口
の
近
く
に
駐
車
場
用
地
を

　
確
保
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
幹
線
の
開

　
通
に
合
わ
せ
、
こ
の
た
び
舗
装
作
業
も
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▲
浦
佐
駅
駐
車
場
、
鉄
塔

　
の
下
で
す

く
駅
舎
か
ら
撮
影
し
ま
し

　
た
　
　
（
横
に
走
る
道
路

　
は
国
道
1
7
号
線
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済
み
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
駐
車
場
が
完
成
し
ま

し
た
。

　
こ
の
駐
車
場
は
、
十
日
町
市
、
高
柳

町
と
共
同
で
作
っ
た
も
の
で
、
全
体
で

は
三
十
三
台
駐
車
で
き
ま
す
が
、
川
西

町
は
十
一
台
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
駐
車
場
の
使
用
条
例
は
、
十
一
月
十

日
の
町
議
会
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
“
案
”
と
い
う
こ
と
で

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
川
西
町
区
域
外
駐
車
場
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
（
案
）
の
中
か
ら
ー

◎
駐
車
で
き
る
自
動
車

　
普
通
自
動
車
、
小
型
自
動
車
、
軽
自

動
車
（
積
載
物
を
含
め
、
長
さ
六
・
三

メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
一
一
・
一
メ
ー
ト
ル

以
下
、
高
さ
二
・
六
メ
ー
ト
ル
以
下
、

重
量
四
・
三
ト
ン
以
下
）

◎
使
用
手
続

　
役
場
住
民
係
の
窓
口
で
、
備
え
付
け

の
駐
車
場
使
用
申
込
書
に
所
定
の
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
し
、
使
用
許
可
証

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
許
可
証

　
許
可
証
は
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
見

や
す
い
と
こ
ろ
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
使
用
料

　
普
通
車
、
小
型
車
、
軽
自
動
車
と
も

に
二
十
四
時
間
単
位
（
満
た
な
い
場
合

は
二
十
四
時
間
と
み
な
す
）
で
五
百
円

で
す
。
料
金
の
納
付
は
、
原
則
と
し
て

住
民
係
窓
口
に
許
可
証
を
返
還
す
る
と

き
と
し
ま
す
。

※
使
用
料
は
来
年
四
月
一
日
か
ら
徴
収

し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
期
間
は
無
料
で

す
。
　
（
駐
車
場
に
は
消
雪
施
設
が
な
い

た
め
、
冬
期
は
使
用
困
難
で
す
）

◎
使
用
期
間

　
連
続
し
て
使
用
で
き
る
期
間
は
五
日

以
内
で
す
。

※
使
用
開
始
は
十
一
月
十
五
日
か
ら
で

す
。

　　　　撫　　墾幹
嫉

写真でご案内
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田中与三郎さん
（75歳）

太田ケンさん

　　　（68歳）

国
保
事
業
の
発
展
に
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
与
三
郎
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
（
山
野
田
）
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
月
十
四
日
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
厚
生
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
受
賞
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
さ
ん
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
二
年
に

千
手
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
に
就
任
し
て
以
来
、

通
算
で
二
十
二
年
余
り
の
長
い
間
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運

営
に
卓
越
し
た
手
腕
を
発
揮
さ
れ
て
お
い
で
で
す
が
、
そ
の
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
現
在
は
、
川
西
町
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
会
長
の
要
職
に
あ
り
ま
す
。

母
子
の
健
康
を
守
っ
て
三
十
九
年
間

　
太
田
ケ
ン
さ
ん

（
中
央
町
）
は
、

先
月
十
四
日
に
金

沢
市
で
行
わ
れ
た

「
母
子
保
健
家
族

計
画
全
国
大
会
」

の
席
上
、
厚
生
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
太
田
さ
ん
は
、
助
産
婦
開
業
以
来
三
十
九
年
間
、
婦
人
や
子

供
の
健
康
を
守
る
た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま

し
た
・
嫉
蜘
取
り
扱
い
件
数
は
四
千
百
件
に
も
及
び
、
親
子
二

代
に
わ
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
方
も
お
い
で
と
の
こ
と
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
太
田
さ
ん
。

「
き
〆
ん

ね’叡ん

除を受けたら免

追納を忘れずに

国
民
年
金
の
加
入
者
の
皆
さ
ん
、

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
ら
忘
れ
ず

に
「
追
納
」
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
）
つ
。

　
追
納
と
は
、
十
年
以
内
に
受
け
た

免
除
期
間
の
保
険
料
を
、
そ
の
当
時

の
保
険
料
額
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
保
険
料
の
納
入
制

度
で
す
。

　
免
除
を
受
け
た
場
合
、
万
一
の
時

の
生
活
保
障
と
し
て
支
給
さ
れ
る
障

害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
は
、
保
険

料
を
納
め
て
い
る
人
も
免
除
を
受
け

た
人
も
年
金
額
に
は
か
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
老
齢
年
金
に
つ
い
て

は
、
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

だ
け
、
年
金
額
が
保
険
料
を
納
め
た

場
合
の
三
分
の
一
に
減
額
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
期
間
は
、
追
納
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

弘
ー
〈
ー
し

　
D

済
期
間
と
な
り
、
将
来
受
け
る
老
齢

年
金
も
減
額
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
資
力
が
回
復
し
、
少
し
で
も
生
活

に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
追
納
を
し
て
、

減
額
さ
れ
な
い
年
金
を
受
け
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

保険料額の改定

期　　間 金額
477～48．12 月550円

49．1～49．12 900円
50．1～51．3 1，100円

51．4～52．3 1，400円

52．4～53．3 2200円

53．4～54．3 2730円

54．4～55．3 3300円

55．4～56．3 3770円

56．4～573 4500円

10年以内の免除であれば

すべて追納OIく〃
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月
々
の
保
険
料
は

キ
チ
ン
と

納
め
ま
し
ょ
う

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
（
未
納
）

は
、
年
金
の
受
給
権
を
脅
か
す
大

敵
で
す
。

　
保
険
料
の
未
納
が
続
く
と
、
老

後
の
大
き
な
支
え
で
あ
る
老
齢
年

金
ば
か
り
か
、
万
一
の
と
き
生
活

保
障
と
し
て
支
給
さ
れ
る
障
害
年

金
や
母
子
年
金
な
ど
も
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
未
納
に
し
た
保
険
料
を

後
か
ら
納
め
る
場
合
、
毎
年
引
き

上
げ
ら
れ
る
月
々
の
保
険
料
と
未

納
保
険
料
を
い
っ
し
ょ
に
納
め
る

こ
と
は
、
経
済
負
担
も
相
当
な
も

の
に
な
り
ま
す
。

　
無
理
の
な
い
納
入
の
た
め
に
も
、

こ
れ
か
ら
は
月
々
の
保
険
料
は
他

の
必
要
経
費
と
同
様
に
家
計
の
中

に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
老
後

や
万
一
の
時
に
確
実
に
年
金
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
納
期
限
ま
で
に

キ
チ
ン
と
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
・
つ
。

　
年
金
の
こ
と
で
不
明
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
年
金
係
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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総
合
セ
ン
タ
ー
で
仕
事
を
進
め
て

き
た
町
史
編
さ
ん
室
が
、
伊
友
に
で

き
た
歴
史
民
俗
資
料
館
に
移
転
し
た
。

世
紀
の
大
事
業
と
い
わ
れ
る
町
史
編

さ
ん
に
合
わ
せ
て
、
先
人
の
生
活
を

し
の
ぶ
史
料
や
民
俗
文
化
財
を
こ
の

資
料
館
に
陳
列
し
、
記
述
と
資
料
の

両
面
か
ら
町
の
歴
史
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

　
正
式
の
開
館
は
来
年
三
月
以
後
に

な
る
が
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本
体
の
建
設
に
二
か
年
を
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要
し
た
こ
の
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料
館
が
完
成
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
く

と
を
祝
い
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勤
労
感
謝
の
日
を
朴
し
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記
念
の
展
示
会
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催
す
こ
と
に
な

っ
た
。
ど
ん
な
資
料
を
見
て
も
ら
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た
い
の
か
、
川
西
な
ら
で
は
の
カ
ラ

ー
を
出
さ
な
い
と
た
だ
存
在
す
る
だ

け
の
施
設
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
と
、

こ
の
特
別
展
示
に
は
こ
と
の
ほ
か
気

を
使
っ
て
い
る
。

　
名
誉
町
民
の
児
玉
輝
彦
画
伯
が
、

ひ
っ
せ
い

畢
生
の
大
作
を
公
開
す
る
ほ
か
、
文

化
庁
の
指
導
も
受
け
て
、
十
日
町
市

の
博
物
館
や
津
南
町
・
松
之
山
町
の

　
　
　
　
　
　
　
と
ヨ
リ

民
俗
資
料
館
と
は
捉
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方
の
違
っ
た
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「
川
西
町
の
農
具
」
を
中
心
に
見
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
私
た
ち
の
地
方
に
、
米
つ
く
り
の

技
術
と
農
耕
文
化
が
伝
わ
っ
た
の
は

弥
生
時
代
と
い
わ
れ
、
こ
の
文
化
は

資
料
の
乏
し
い
古
墳
時
代
を
経
て
歴

史
時
代
に
つ
な
が
る
。
先
ご
ろ
実
施

さ
れ
た
ほ
場
整
備
に
当
時
の
農
法
を

知
る
手
が
か
り
が
一
片
で
も
発
見
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
が
、
広
い
河

岸
段
丘
の
ど
こ
か
ら
も
出
土
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
ご
ろ
の

　
こ
稲
扱
き
は
、
長
さ
二
寸
ほ
ど
の
細
い

竹
を
銅
・
鉄
の
管
に
挿
入
し
、
こ
れ

に
稲
の
穂
を
一
・
二
本
ず
つ
挾
ん
で

扱
き
落
と
し
た
、
と
郡
誌
に
あ
る
。

古
来
、
す
べ
て
の
農
耕
は
力
量
主
義

で
、
た
だ
人
の
力
に
だ
け
頼
っ
て
営

ま
れ
た
が
、
明
治
に
な
る
と
軽
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
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の
付
着
し
な
い
鍬
が
出
現
し
、

　
　
　
　
す
き

後
期
に
は
黎
・
田
小
切
器
・
除
草
機

な
ど
が
考
案
さ
れ
た
。
大
正
に
入
る

と
千
歯
に
代
わ
っ
て
稲
扱
き
機
が
出

回
り
、
ま
た
、
名
工
の
名
を
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
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み

ま
ま
に
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越
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の
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り

…
十
七
日
ま
で
の
五
日
間
、
川
西
町
の
力
　
…

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

…
ラ
ー
の
出
た
農
機
具
を
中
心
に
展
示
し
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
「
開
館
特
別
展
」
を
開
き
ま
す
。
　
　
　
…

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
期
間
中
の
観
覧
料
は
無
料
で
す
。
お
　
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
さ
そ
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
一
般
公
開
の
時
問
は
、
二
十
三
日
が
　
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
、
二
十
四
日
　
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

…
か
ら
二
十
七
日
ま
で
は
午
前
九
時
か
ら
　
…

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

…
午
後
四
時
ま
で
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
…

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
期
間
が
過
ぎ
て
も
観
覧
は
で
き
ま
す
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
が
、
別
表
の
観
覧
料
を
納
め
て
い
た
だ
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
（
町
の
社
会
教
　
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
育
関
係
団
体
の
学
習
、
町
の
小
・
中
学
　
…

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

…
校
、
そ
れ
に
川
西
高
校
の
授
業
の
た
め
　
…

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
な
ど
の
観
覧
料
は
免
除
）
　
　
　
　
　
　
…

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
　
な
お
、
田
戸
の
資
料
館
は
、
民
俗
資
　
…

ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

…
料
収
蔵
庫
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

歴史民俗資料館の観覧料
区　　　　分 個　人

団　　　　体
（10人以上）

小学生および中学生 50円 1人につき　25円

その他一般（学齢に達しないも
のを除く） 100円 1人につき　50円

…
．
嚢

　
．
遜
鞭
．

　
　
　
　
棘
，

轟麓
■

　
き
難
馨灘疑

．
灘
霊
嚢

》
陳
列
作
業
中
で
し
た

（
10
／
30
）

謹灘麟麟鐵墨轟繭醸鑑瀧、i　　蹴｝　・｝　’㌔『P』苗蝿騨・羅　．　　　翻購灘鵬灘灘葦

▲　rジロバタ」は気分が落ち着きます

馨

尽石
も
、
一
段
と
高
能
率
の
も
の
に
改

良
さ
れ
た
。

　
昭
和
の
初
期
に
農
業
の
機
械
化
が

進
む
と
、
生
産
力
は
飛
躍
的
に
増
大

　
　
　
　
　
　
　
　
か
こ
く

し
、
農
民
は
過
重
で
苛
酷
な
労
働
か

ら
解
放
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

川
西
郷
の
農
民
の
多
く
は
、
こ
う
し

た
機
械
化
を
あ
ま
り
喜
ば
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
石
油
発
動
機
や
モ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
脱
穀
し
、
ロ
ー
ラ
ー
式
の
新
鋭
機

　
も
み

で
籾
を
調
製
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

　
う
す
　
だ
っ
す

土
臼
の
脱
稗
（
ウ
ス
ヒ
キ
）
と
違
っ

て
米
が
滑
ら
か
で
美
し
く
な
り
、
同

じ
一
俵
で
も
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
目

方
が
重
く
な
り
、
米
商
人
の
受
け
も

よ
く
て
価
値
も
増
し
た
。

　
地
主
衆
は
喜
ん
だ
が
、
小
作
を
す

る
者
の
側
か
ら
見
る
と
、
年
貢
米
の

決
め
は
四
反
歩
十
俵
で
も
調
製
機
を

使
う
と
十
一
俵
取
ら
れ
る
の
と
同
じ

結
果
に
な
り
、
手
元
に
残
る
分
け
前

は
そ
の
分
だ
け
減
っ
た
。
し
か
し
、

新
式
の
機
械
を
使
わ
な
け
れ
ば
人
様

に
つ
い
て
ゆ
け
ず
、
個
人
で
買
え
な

い
農
家
は
共
同
で
作
業
場
を
造
り
、

機
械
を
共
同
購
入
し
て
使
っ
た
。

　
動
力
・
畜
力
の
利
用
が
著
し
く
な

る
と
、
米
つ
く
り
に
費
す
人
手
は
こ

れ
ま
で
の
三
分
の
二
で
済
む
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
世
の
中
は

不
景
気
で
こ
の
余
剰
労
力
を
雇
っ
て

は
く
れ
ず
、
百
姓
が
生
き
る
た
め
に

は
、
や
は
り
ベ
ト
を
耕
す
し
か
な
い

こ
と
に
な
っ
て
、
地
主
に
は
内
証
で

　
馨
羅
　
舞
　
　
無
螺
㎜
羅
囎
鐵
職
懸
灘
灘
擁
㎜
　
　
螺
鯉
鰻
灘
継
灘
難

難
撫
鑓
騨
難
灘
葬

水
入
れ
（
小
作
の
権
利
）
が
売
り
買

い
さ
れ
、
小
作
者
同
志
の
耕
地
う
ば

い
合
い
が
激
化
し
た
。

　
第
一
次
大
戦
後
の
恐
慌
は
、
昭
和

に
入
っ
て
も
な
お
農
産
物
の
暴
落
を

激
し
く
さ
せ
、
養
蚕
も
含
め
て
、
農

家
の
受
け
た
経
済
の
窮
乏
は
言
語
を

絶
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
い

わ
ず
と
知
れ
た
借
金
地
獄
が
展
開
さ

れ
、
税
金
は
滞
り
、
小
作
料
も
不
納

と
な
っ
て
雪
ダ
ル
マ
式
に
ふ
く
ら
み
、

口
す
ぎ
も
あ
っ
て
、
い
た
い
け
な
わ

が
子
を
モ
リ
ッ
コ
や
ヤ
ロ
ッ
コ
に
差

し
出
す
貧
農
が
目
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
し
わ
よ
せ
は
食
生
活
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ゆ

面
に
も
及
ん
だ
。
毎
日
す
す
る
お
粥

が
薄
く
な
り
、
ア
ン
ブ
・
カ
テ
飯
・

雑
炊
に
大
根
や
山
菜
の
混
ぜ
物
が
多

く
な
り
、
村
の
若
い
衆
は
都
会
に
、

娘
た
ち
は
腹
い
っ
ぱ
い
食
え
る
紡
績

工
場
に
あ
こ
が
れ
た
。
よ
ほ
ど
の
農

家
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
仕
事
の
前
に

　
　
　
　
　
　
に
し
ん

一
本
の
身
欠
き
練
を
か
じ
れ
る
百
姓

は
恵
ま
れ
た
ほ
う
で
あ
っ
た
。

　
農
家
の
近
代
化
を
目
ざ
し
て
、
た

え
ず
改
良
が
計
ら
れ
て
き
た
農
具
は
、

そ
の
向
上
発
展
の
過
程
で
農
家
の
暮

ら
し
を
豊
か
に
し
て
き
た
か
に
見
え

る
。
け
れ
ど
も
、
進
歩
し
た
が
ゆ
え

に
、
自
分
の
土
地
を
持
た
な
い
小
作

農
家
は
か
え
っ
て
苦
難
の
道
を
歩
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
歴
史
的
事
実
を
、
展
示
の
農
具

や
資
料
か
ら
一
つ
で
も
多
く
理
解
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
　
灘
魏
韓
鍵
譲
　
　
　
　
　
　
謡
撒
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舞
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体
育
協
会
が

　
　
　
　
文
部
大
臣
表
彰
受
賞
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
、
文
部
大
臣
表
彰
を
受

　
　
・
繍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賞
し
ま
し
た
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の
た
め
に
も
、
体
育
協
会
の
ま

　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ま
す
の
発
展
を
願
い
た
い
も

　
町
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
る
　
　
の
で
す
。

3うほう

　今年は天候にも恵まれ、川西産

米の売り渡し数は7万俵を超える
とのことです。

　また、秋野菜の育ちも比較的良

かったのではないでしょうか。

野沢菜洗いが済み、大根取りが

終わると、すぐに雪の季節が訪れ
ます。

寒くなると火に接する機会が多

くなりますが、火の元には十分注

意しましょう。

体育功労者籔⑳表彰i
　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　．　蒼　　　　　　　　　　　ユ文部大臣表彰受賞記念式典の席妻
上、次の方々が体育協会から体育　1
功労者等として表彰されました。　1

　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　（敬称略）　｝
　　　　　　　　　　　｝◎体育功労者　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　の◇平野正義　59歳　上町　　　　　｝

　スキーの普及振興に尽力された。｝

　　　　　　　　　　　コ◎優秀競技者　　　　　1
◇渡辺一治郎　43歳　中屋敷〔卓　書

球〕　　　　　　　　　妻
　　　　　　　　　　　ナ◇佐藤宗保　18歳　十日町市（川　1
西高校卒）　〔陸上〕　　　　　　彗

◇市川　伸　19歳　中屋敷（川西　ぎ
高校卒）〔スキー〕　　1萎
　　　　　　　　　　　き◇鷺響18歳川西高校生i菊花展（11／3撮影）

◇蔵品廣行　18歳　十日町実業高　｝
　　　　　　　　　　　，　上野連絡所前でミときわ会≒に
校生　〔庭球〕　　　　　　～　　　　　　　　　　　～よる菊花展が行われていました。
◇小林　忍　25歳新町新田　〔陸　1鰹．．
上〕

◇横山　昇　15歳　川西中学生
　〔相撲〕

◇清水俊治　15歳　川西中学生
　〔相撲〕

◇高橋正則　15歳　川西中学生
　〔相撲〕

◎感謝状

◇池田隆35歳十日町市
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運
動
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ホ
ー
ム
ラ
ン
第
1
号

　
　
　
　
　
ナ
タ
リ
ー
ズ
山
岸
選
手
が
打
つ

　
庚
塚
野
球
場
ホ
ー
ム
ラ
ン
第
1
号
が
出
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
十
月
八
日
に
行
わ
れ
た
野
球
協
会
長
杯
の
ナ
タ

リ
ー
ズ
対
ベ
ア
ー
ズ
の
一
戦
で
、
ナ
タ
リ
ー
ズ
チ
ー
ム
の
山

岸
益
雄
選
手
（
霜
条
）
が
ラ
イ
ト
場
外
へ
豪
快
に
放
っ
た
も

の
で
す
。

　
山
岸
選
手
は
「
ま
ぐ
れ
当
た
り
」
と
け
ん
そ
ん
し
て
い
ま

し
た
が
…
…
…
。

．簿．

橘地区の大運動会
橘地区体育協会では、地区民総

出のミ大運動会≒を10月10日の体

育の日に行いました。
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この社会あなたの税が生きている

　皆さんは税金についてどのような関心をお持ちですか？　総理府

の世論調査（昭和56年10月調査）によりますと、約70％の人が自分

の負担する税金や税金の使われ方、仕組みなどに関心を持っていま

す。しかし、税金がどのように使われているかは意外とわかりにく

いものです。

　私たちの身近なところで使われている税金を見てみると、道路、

公園、下水道の建設に使われたり、学校教育のために役立てられて

います。

　このように、税金は私たちの生活をより豊かに暮らしやすくする

ために使われています。

　11月11日から1週間はr税を知る週間」です。税金は、社会生活

を営む上でなくてはならないものであり、社会の構成員である私た

ちが負担しなければならないr会費」みたいなものであると言えま

しょう。

　r税を知る週間」を機会に、税の仕組みや使いみちを正しく理解

し、税のたいせつさを考えてみましょう。
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生
命
保
険
と
税
金

　
多
く
の
家
庭
で
は
、
病
気
や
交
通
事

故
な
ど
突
然
の
災
難
に
備
え
て
、
生
命

保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
納
税
者
本
人
や
家
族
を
受
取
人
と
す

る
生
命
保
険
や
簡
易
生
命
保
険
の
保
険

料
、
郵
便
年
金
や
生
命
共
済
の
掛
金
な

ど
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
そ
の
年
中
の

支
払
金
額
に
応
じ
て
、
最
高
五
万
円
が

「
生
命
保
険
料
控
除
」
と
し
て
、
そ
の

年
の
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合

は
、
契
約
内
容
な
ど
に
よ
り
、
次
の
よ

う
な
課
税
関
係
が
生
じ
ま
す
。

一
　
満
期
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合

　
H
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が

　
保
険
金
受
取
人
の
場
合

　
　
受
け
取
っ
た
保
険
金
か
ら
負
担

　
し
た
保
険
料
を
差
し
引
い
た
金
額

　
に
対
し
て
、
一
時
所
得
と
し
て
所

　
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
⇔
　
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が

　
保
険
金
受
取
人
以
外
の
人
の
場
合

　
　
保
険
金
受
取
人
に
贈
与
税
が
か

　
か
り
ま
す
。

二
　
死
亡
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合

　
O
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が

　
亡
く
な
っ
た
人
の
場
合

　
　
保
険
金
受
取
人
に
相
続
税
が
か

　
か
り
ま
す
。

　
⇔
　
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が

　
保
険
金
受
取
人
の
場
合

　
　
受
け
取
っ
た
保
険
金
か
ら
負
担

　
し
た
保
険
料
を
差
し
引
い
た
金
額

　
に
対
し
て
、
一
時
所
得
と
し
て
所

　
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

口
　
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が

　
保
険
金
受
取
人
で
も
亡
く
な
っ
た

　
人
で
も
な
い
場
合

　
　
保
険
金
受
取
人
に
贈
与
税
が
か

　
か
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
十
日
町
税
務
署
（
魯
〇

二
五
七
五
－
二
－
三
一
八
一
）
へ
。

　県では、市町村、国鉄と協力し

て9月1日から12月31日までの間、

新潟県観光キャンペーンを実施し

ていますが、その主催事として
r大にいがたまつり」を次により行

います。

室にい：がた塁？塑一」

0創作民謡発表会　11月19日　午

　後6時から　新潟市体育館
②郷土料理と地酒まつり　11月20

　日午後1時から8時までオ
　ークラホテル新潟

0世界と新潟のまつり

　11月20日　午後6時から

　11月21日　午後2時30分から

　県民会館大ホール

④谷村新司・海援隊コンサート

　11月24日・25日　午後6時30分
　から　県民会館大ホール

⑤ふるさと芸能祭・越路おどり

　11月27日　午後6時から

　11月28日　午後1時から　新潟
　市体育館
⑥農林水産業まつり

　11月21日・22日　午前10時から

　午後4時まで　新潟市体育館

⑦新潟の物産と観光展

　11月15日から23日まで（17日は

　除く）　新潟市大和新潟店

◎入場券について　入場無料イベ

ント①、⑤（500円）、　③、に
ついては、イベント名、開催期日、

住所、氏名を記入のうえ、往復ハ

ガキで申し込みください。

＊あて先　〒950新潟市東大通1

－2－25　北越第一ビル内　大に
いがたまつり運営事務局（智0252

－43－5026）、

　また、②（入場無料で入場券不要為璽撒瓢鶯講

ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
は

　
　
違
法
で
す

　
十
二
月
一
日
か
ら
十
日
間
は
「
ハ
イ

パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
撲
滅
旬
間
」
で
す
。

　
特
に
、
ダ
ン
プ
カ
ー
・
長
距
離
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
の
車
両
に
設
置
さ
れ
た
ハ
イ

パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
か
ら
発
射
さ
れ
る

電
波
が
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
障
害
を

与
え
た
り
、
重
要
無
線
通
信
に
防
害
を

与
え
、
重
大
事
故
を
誘
発
す
る
原
因
と

な
り
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
信
越
電
波
監
理
局
で
は
、
こ
れ
ら
の

不
法
無
線
局
を
絶
滅
す
る
た
め
、
電
波

法
令
の
周
知
と
電
波
法
令
違
反
の
未
然

防
止
を
旬
間
中
に
強
力
に
進
め
ま
す
。

　
ハ
イ
パ
ワ
i
市
民
ラ
ジ
オ
を
使
っ
た

り
、
無
線
局
の
免
許
を
受
け
な
い
で
電

波
を
発
射
し
ま
す
と
、
一
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
電
波
法
が

改
正
に
な
り
、
無
免
許
開
設
者
に
対
す

る
罰
則
規
定
が
昭
和
五
十
八
年
一
月
一

日
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
重
要
無
線
通
信
に
混
信
を
与
え
、
法

秩
序
を
乱
す
不
法
無
線
局
を
追
放
し
ま

し
ょ
う
o
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翻i繰……
出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
皆
さ
ん
へ

　
ま
も
な
く
出
稼
ぎ
へ
行
か
れ
る
方
に

い
ち
ば
ん
望
ま
れ
る
こ
と
は
、
　
「
明
る

く
出
か
け
、
元
気
に
帰
っ
て
く
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
明
る
く
安
全
な
出
稼
ぎ
に
は
次
の
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
就
職
は
正
し
い
手
続
き
で
ー
職
業

　
安
定
所
、
役
場
を
経
由
し
、
　
「
出
稼

　
労
働
者
手
帳
」
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

②
出
発
も
帰
郷
も
グ
ル
ー
プ
で
ー
リ

　
ー
ダ
ー
を
中
心
に
励
ま
し
合
う
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

③
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
て
1
進
ん

　
で
健
康
診
断
を
受
け
、
体
に
合
っ
た

　
仕
事
、
無
理
の
な
い
仕
事
を
選
び
ま

　
し
ょ
う
。

④
行
く
先
、
会
社
を
確
か
め
て
1
昨

　
年
働
い
て
い
た
事
業
所
に
行
く
場
合

　
で
も
、
安
定
所
、
役
場
へ
申
し
出
て
、

　
労
働
条
件
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
家
族
と
の
便
り
を
忘
れ
ず
に
ー
定

　
期
的
な
電
話
、
手
紙
な
ど
で
家
族
を

　
安
心
さ
せ
る
心
遣
い
が
必
要
で
す
。
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●
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月
17
日
：

●
n
月
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日
・
・

●
1
2
月
1
日
・
・

●
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月
8
日
・
・
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橘
出
張
所

へ
せ

　
　
・
う

の
知

電
わ
停

●11月16日（火）／午前

　9時30分から午後1時

30分まで、大白倉・小

　白倉．

国の進学ローン
　高校、大学等に進学するための

資金を必要とされる方へ、国の進

学ローンをお勧めします。

1〉融資額　1進学者50万円以内

1〉融資期間　高校3年以内、大学

　　　　　4年以内
》返済方法　毎月元利均等返済

1〉取扱期間　来春進学される方に

　　　　・ついては、11月から58

　　　　　年4月まで

　詳しいことは、国民金融公庫業

務取扱金融機関、または公庫支店

におたずねください。

　国民金融公庫長岡支店　〒940

長岡市千手3－9－23（80258－

36－4360）

年末融資は
　　　　いかがですか
　国民金融公庫では、中小企業の

事業資金としてr年末融資」を取

り扱っています。申し込みはお早

めに。

◎融資金額　1，800万円以内

◎融資期間　5年以内

◎返済方法　月賦払い

　詳しいことは、公庫窓口または

商工会館の窓口でご相談ください。

～
よ

幾オっ
藷

姜し
箋帥
σげ・o

㌃や

鰻
・●●●●．．

℃ρ，一

　　饗撫撫雛

か
や
屋
根
の
模
型

味
わ
い
が
あ
り
ま
す

中
央
町丸
山
重
吉
さ
ん

　
丸
山
さ
ん
は
、
家
の
模
型
づ
く
り

を
楽
し
ん
で
お
い
で
だ
。

　
ま
ず
、
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、

“
中
野
尋
常
小
学
校
”
で
、
役
場
も

い
っ
し
ょ
の
建
物
で
あ
る
。
五
十
数

年
前
に
取
り
こ
わ
し
た
そ
う
だ
か
ら
、

実
物
を
ご
存
じ
の
方
は
少
な
い
と
思

う
。
貴
重
な
模
型
と
い
え
る
。

　
そ
れ
か
ら
“
か
や
屋
根
”
の
家
を

三
つ
ほ
ど
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
桐

の
木
で
作
ら
れ
て
い
る
の
で
温
か
さ

が
感
じ
ら
れ
る
。

　
「
十
年
ほ
ど
前
に
ヒ
マ
が
で
き
た

の
で
い
た
ず
ら
し
て
み
た
ん
で
す
て

エ
」
　
家
業
に
よ
り
、
こ
ま
げ
た
の
材
料

で
模
型
づ
く
り
が
で
き
る
。
か
や
屋

根
の
家
が
丸
山
さ
ん
の
好
み
で
あ
る
。

　
「
い
ろ
い
ろ
研
究
を
重
ね
、
味
を

出
し
て
い
る
ん
で
す
て
エ
。
三
、
四

年
前
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
身
を
入
れ

て
作
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
」

r自信作」と丸山さん

材
料
の
在
庫
も
少
な
く
な
り
、
た

い
へ
ん
の
よ
う
で
あ
る
。

　
「
か
や
い
の
家
も
少
な
く
な
っ
て

の
オ
」

　
旅
に
出
て
見
つ
け
た
と
き
は
、
ジ

ッ
ク
リ
観
察
し
て
く
る
と
い
う
。

　
「
写
真
に
撮
っ
て
頼
み
に
く
る
人

も
い
ま
す
て
エ
」

　
縮
尺
は
百
分
の
一
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
難
し
い
と
こ
ろ
は
手
す
り
で
、

ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
作
る
ん
で
す

て
エ
。
く
ぎ
は
一
本
も
打
た
な
い
ん

で
す
。
接
着
剤
が
あ
る
か
ら
の
オ
」

　
遠
く
は
東
京
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
知
人

の
と
こ
ろ
へ
も
や
っ
た
と
の
こ
と
。

　
「
八
十
一
歳
に
な
る
が
、
め
が
ね

な
し
で
す
。
気
の
向
い
た
と
き
し
か

作
ら
な
い
の
で
一
個
十
日
は
か
か
り

ま
す
の
オ
」

　
桐
で
で
き
て
い
る
か
ら
柔
ら
か
な

感
じ
が
し
、
し
か
も
気
品
も
あ
っ
て

味
わ
い
深
い
作
品
で
あ
る
。
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出思
善

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

※
大
久
保
義
信
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
十

　
万
円

囹
広
報
発
行
の
一
助
に
と

※
東
京
・
足
立
区
に
お
住
い
の
丸
山
伴

　
四
郎
さ
ん
か
ら
一
万
五
千
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
若
山
源
治
さ
ん
（
新
町
新
田
）
か
ら

　
三
万
円

※
高
橋
清
信
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
二
万

　
円
※
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
新
潟
県
協

　
議
会
川
西
支
部
か
ら
、
交
換
バ
ザ
ー

　
ル
益
金
の
一
部
と
し
て
一
万
円

東
北
電
力
が

　
　
防
犯
灯
を
寄
贈

　
東
北
電
力
株
式
会
社
で
は
、
先
月
秋

の
サ
ー
ビ
ス
旬
間
を
行
い
ま
し
た
が
、

期
間
中
の
十
八
日
に
役
場
を
訪
れ
、
防

犯
灯
二
灯
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
国
道
二
五
二
号
線
松
葉

　
　
　
　
沢
ダ
ム
付
近
に
川
西
町
交

通
安
全
害
笠
早
板
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
農
協
生
命
共
済
連
と
下

原
の
須
藤
製
作
所
の
ご
厚
意
に
よ
る

も
の
で
す
。

●
富
井
源
蔵
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、
中

子
遺
跡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
大
杉
の
根

●
星
名
美
昌
さ
ん
（
学
校
町
）
か
ら
、

　
こ
ば
木
羽
へ
ぎ
用
具
一
式
、
ナ
タ
三
丁
、

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ば

ノ
コ
ギ
リ
一
丁
、
木
羽
一
束
、
石
背

負
か
ご
一
個
、
家
畜
え
さ
突
き
一
丁

交
通
安
全
憲
章
板
が
立
つ

農
協
生
命
共
済
連
と

須
藤
製
作
所
の
厚
意
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漣難糠幽読書を1，、鵠
轟驚罐雛すすめる集い」1＼脇

小包に
あなたの手紙を

～郵便局から～

　
小
包
に
あ
な
た
の
手
紙
が
添
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
手
紙
は
、
定
形
郵
便
物
（
重
さ
は
二
十
五

グ
ラ
ム
ま
で
）
ま
た
は
ミ
ニ
レ
タ
ー
（
郵
便
書

簡
）
一
通
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
取
り
扱
い
中

に
離
れ
な
い
よ
う
に
小
包
の
表
面
に
張
り
付
け
、

表
面
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
「
同
時
配
達
」
と

お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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…
一
．
一
．
．
一
…
一
げ
り
聯
．
．
．
．
．
．
一
一
．
働
一
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唖

　
先
月
二
十
八
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

中
越
地
区
の
「
読
書
を
す
す
め
る
集
い
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
潟
県

読
書
推
進
運
動
協
議
会
、
県
立
図
書
館
、

町
公
民
館
が
主
催
し
た
も
の
で
、
中
越

地
区
の
各
地
か
ら
公
民
館
、
図
書
館
関

係
者
、
そ
れ
に
P
T
A
、
婦
人
会
の
方

方
な
ど
が
四
十
人
ほ
ど
参
加
し
、
熱
心

に
研
修
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
前
県
政
記
念
館
長
の
伊
藤
正

一
さ
ん
が
、
　
「
歴
史
の
旅
－
人
生
・
歴

絵本を手にして説明する原さん

史
・
旅
・
日
本
人
」
と
題
し
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
　
「
歴
史
は
無
限
に
書
き
換
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
の
と
ら
え

方
と
し
て
は
、
過
去
を
回
想
す
る
の
で

は
な
く
、
現
在
・
将
来
の
展
望
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
生
き
て
い
く

上
で
の
判
断
材
料
に
し
た
い
。
そ
の
こ

と
が
町
・
国
家
・
民
族
の
発
展
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
」
そ
し
て
、
　
「
歴
史
は

生
き
続
け
る
も
の
で
、
つ
き
せ
ぬ
あ
な

た
の
心
の
糧
で
あ
る
」
と
結
び
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
　
「
川
西
町
公
民
館
に
お
け

る
読
書
活
動
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
六
年
度
の
貸
し
出
し
冊
数
は
四
百

四
十
八
冊
、
図
書
購
入
費
が
年
間
十
八

万
四
千
円
、
寄
贈
図
書
が
四
百
五
十
冊

と
の
こ
と
で
す
。
蔵
書
数
は
、
四
千
四

百
冊
、
こ
の
う
ち
寄
贈
図
書
は
干
四
百

冊
、
ま
た
、
児
童
図
書
は
六
百
冊
あ
る

そ
う
で
す
。
県
か
ら
の
借
り
入
れ
も
四

百
冊
ほ
ど
し
て
い
ま
す
。
図
書
は
、
総

合
セ
ン
タ
ー
、
橘
出
張
所
、
克
雪
セ
ン

タ
ー
で
借
り
ら
れ
ま
す
。
読
み
た
い
本

が
あ
っ
た
ら
書
架
の
わ
き
の
リ
ク
エ
ス

ト
カ
ー
ド
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
自
宅
の
一
室
を
児
童
図
書

館
ど
ん
ぐ
り
文
庫
と
し
て
開
放
し
て
い

る
長
岡
市
の
原
豊
一
郎
さ
ん
が
、
　
「
子

供
の
世
界
と
絵
本
」
と
い
う
こ
と
で
話

さ
れ
ま
し
た
。
　
「
絵
本
は
、
親
が
読
ん

で
や
り
、
子
供
を
想
像
の
世
界
に
溶
け

込
ま
せ
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
だ
。
絵
を

読
む
よ
う
心
が
け
て
ほ
し
い
。
子
供
の

想
像
の
世
界
に
密
着
し
た
も
の
が
良
い

絵
本
で
あ
る
」
と
長
年
の
経
験
か
ら
に

じ
み
出
た
た
め
に
な
る
お
話
で
し
た
。
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妊
産
婦
の
食
事

妊
娠
中
の
食
事
だ
か
ら
と
い
っ
て

特
別
な
考
え
を
持
つ
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
偏
食
ぎ
み
の
人
で
あ
れ
ば
、

栄
養
の
偏
り
を
な
く
す
よ
う
努
力
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
さ
え
し
て

い
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
に
日
に
成
長
し
て
い
く
胎
児
の

発
育
に
つ
れ
、
食
事
の
量
も
自
然
に

増
え
て
い
き
ま
す
。
妊
娠
前
と
比
較

し
て
前
期
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
期

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
後
期
三
〇
パ
ー

鴫
セ
ン
ト
く
ら
い
多
く
と
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
で
も
、
そ
れ
が
食
べ
過

ぎ
と
な
り
、
肥
満
に
な
る

よ
う
で
は
困
り
ま
す
。
太

り
過
ぎ
は
難
産
に
関
係
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

糖
分
は
控
え
め
に
し
ま
し

ょ
う
。
特
に
多
く
と
り
た

い
も
の
と
し
て
は
、
野
菜

や
肉
類
な
ど
の
鉄
分
を
多

く
含
ん
だ
食
品
で
す
。
こ

れ
ら
は
、
母
体
と
胎
児
の

血
液
を
作
る
の
に
必
要
で

す
か
ら
、
十
分
に
と
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
血
液
は
、
体
内
の
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
へ
栄
養
や
酸

素
を
供
給
し
て
い
る
た
い

5＿鰯品

せ
つ
な
も
の
で
す
が
、
た
ん
ぱ
く
質

や
鉄
分
が
足
り
な
く
な
る
と
血
液
が

薄
く
な
り
、
十
分
な
働
き
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　
妊
娠
中
に
貧
血
に
な
る
と
、
未
熟

児
を
生
む
も
と
に
な
っ
た
り
、
死
産

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
産
後
の
回

復
力
も
弱
ま
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
妊
娠
中
は
、
た
ん
ぱ
く

質
、
鉄
分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
を
た

く
さ
ん
含
ん
だ
食
品
を
多
め
に
食
べ
、

偏
食
を
や
め
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

生
活
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
で
き
る
だ
け
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
な
ど
を
使
わ
ず
、
手
作
り
料
理
で

献
立
を
豊
か
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
「
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て

る
」
た
め
に
、
六
つ
の
基
礎
食
品
を

上
手
に
組
み
合
わ
せ
て
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
量
よ
り
質
の
食
事
を

◎
お
や
つ
に
は
牛
乳
を

◎
塩
分
は
控
え
め
に

◎
家
族
み
ん
な
が
理
解
と
協
力
を

ヨ

嚢
葛
嚢
塾
嚢
彦

戸
籍
の
窓
か
ら

犠
暑
蟄
骸
葛
犠
骸
葛
葛
曝
膿
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